
発行日　令和 3 年 3 月 25 日

特別誌　新型コロナウイルスとの闘い
　令和元年12月、 中国武漢で最初の肺炎患者が確認され、 令和2年2月5日には厚生
労働省がクルーズ船「 ダイヤモンド・プリンセス号」 で10人の感染者が確認されたと発表
しました。 2月27日に全国の小中高に臨時休校要請が出され、 4月7日に出された緊急
事態宣言は5月25日まで続きました。 我が日本体育大学も、 卒業式、 入学式そしてほと
んどの行事が中止となりました。
　保護者会の皆様のご協力で例年実施されてきた6月の保護者会総会は書面決議となり、
11月の日体大フェスティバルへの参加や12月のキャンパス見学会をはじめとする同窓会、
保護者会主催の行事も尽く中止となりました。
　今この冊子をお手元にされておられる新入生、 在学生そして卒業生の保護者の皆様も、 私
達の子どもたちと共に少なからず苦しい日々を過ごしたことと思います。

　例年は神奈川県保護者会役員会の30～ 40名が月一度のペースで健志台キャンパスに
集まり、 各種行事の計画やこの会報誌の取材編集作業を行って参りました。 しかし、 令和2
年は感染拡大防止のために集まって議論することもできませんでした。 学生や大学の状況を
見守りつつ安全を祈願しながら、 定期会議をWeb会議に切り替えるなどいつもと異なる役
員会活動となりました。
　私達役員会は、 今後も様々な状況にあろうとも、 保護者会としての情報発信、 大学と保護
者との繋ぎ目役を務めたいと思っています。

　今回の会報誌はこうして編集をしている今この時も、 令和3年1月7日に発せられた2
回目の緊急事態宣言の最中です。
　例年の神奈川県保護者会会報誌は、 各種行事の報告、 学友会活動や箱根駅伝の応援記
事などで構成し保護者の皆様にお伝えして参りました。 しかしながら、 全世界にとって特別
となったこの年に我が日本体育大学の学生は何を想いどう過ごしてきたかということを少しで
もお伝えできればと思いました。 加えて、 大学はどのような対策を実施し、 それらを保護者・
学生はどう受け止めたのか、 アンケートなどの形で調べ、 お伝えしたいと思いました。
　神奈川県に在住されている総ての学生とその保護者の皆様の健康と安全を祈念して。
　

日本体育大学神奈川県保護者会役員一同
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支部総会にぜひ、御出席を！

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を最優先に、この1年、保護者会の活動もその
すべてが中止を余儀なくされました。

毎年、5月下旬から開催される都道府県支部総会も当然のことながら開催を見合わせるこ
ととなり、残念ながら保護者の皆さまにわたしたち教職員が直接、大学の近況や学生（お子
さま）たちの様子をお伝えする機会を得ることはできませんでした。
「大学になっても保護者会？」と、なかなか年に1度の総会に足を運んでもらえないと聴き

ますが、決してその時間を無駄にはさせません。
教員は、自身の授業やクラブ活動を通じて、日頃よりその眼に映る学生の姿をつぶさにお

伝えします。あるいは、それぞれが担当する授業の1コマを紹介することもあります。
いっぽう職員は、それぞれの窓口を訪ねてくる学生のひとつひとつの表情や言葉から、リ

アルな学生生活について、その一端を披露します。いずれも、保護者の皆さまにはみせることのない学生（お子さま）
たちの別の顔があるかもしれません。ここに驚きを感じるかもしれませんが、同時に、保護者の間でたくさん共
感できる心のうちを知ることができ、安心を得られることも少なくありません。

またわたしたちにとっても、保護者の皆さまの想いに直接触れることのできる貴重な機会でもあります。新年度、
保護者会より、支部総会の御案内が届きましたら、なんとか日程をご調整戴いて、御出席ください。

必ず、「来年も来ようかな」と思ってもらえる御時間をご一緒できるものと確信しております。

新型コロナウイルス禍のさなか、日本体育大学神奈川県保護者会会員の皆様いかがお過ご
しでしょうか。

また、日頃より本県保護者会の活動に対して、深いご理解と多くのご協力を賜りましてあ
りがとうございます。

現在、2期・2年続けて日本体育大学神奈川県保護者会の会長をさせて頂いております小泉
光正でございます。改めて、よろしくお願いいたします。

皆様のお子（学生）さんもリモート講義でペースがつかめずに苦労されているかと思います。
特に体育大学でのキャンパスライフを夢見ている1年生にとっては訳が分からないことだらけと、
察します。

2020年4月からの新年度では当初予定していた日体大キャンパス見学会（世田谷・健志台）・
日体大教職員さんの講演講話・日体大フェスティバルでの模擬店への手伝い・同窓会主催の就職セミナーサポー
ト等全て実行出来ない状況で今日に至っております。また、保護者のキャンパスへの出入りも規制されている状
況であります。

さて、本県の学生数は2020年度1419人となっており東京都に次いで全国2位の多さであります。全体の学生数は
7300人であります。数多くの本県ゆかりのある在学生・卒業生が活躍しております。日体大＝スポーツ、との連
想は今まで誰しもが思う所でありましたが今や日本体育大学は5学部9学科と単科大学でなく総合大学へ移行して
います。

体育・スポーツから考えられるニーズをくみ取りながら大学の形を大きくしている最中であると思われます。
今後も、本県保護者会では世田谷と健志台キャンパスを交互に見学会を開催を考え、教員の講演と職員の講話

を含めながら他の企画を入れ保護者の皆様の見聞を少しでも広く、興味を持たれることを役員皆で考え提案をし
ている所であります。また、同窓会の方々が就職セミナーを開催される際キャンパス見学会を同日に開催し保護
者の方々の手間を少なくしたいと思っております。

今後も神奈川県保護者会は保護者の皆様・同窓会・大学と連携を行いながら学生の活動全体を最大限サポート
して行きたい。新たな試みとして、パソコン等での保護者会開催としてのキャンパス等の紹介や講演・講話を計
画中でもあります。

今年度、神奈川県保護者会では日本体育大学へ数々の質問と保護者会会員の皆様へアンケートを実施、アンケー
ト内容を大学へ届け、またそれらを日体大ホームページ→保護者会→神奈川県にてご覧になれます。

最後に、日本体育大学の発展と本県保護者会の保護者の皆様・学生の皆さんの健やかなる発展を願い挨拶とさ
せていただきます。

日本体育大学　副学長
松井　幸嗣

神奈川県保護者会会長
小泉　光正

神奈川県保護者会の皆様へ
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神奈川県同窓会からのメッセージ

必ず春は訪れる

「皆さん、いかがお過ごしですか？」
　学生の皆さん、どの様な生活を

送っているのでしょうか？リモートに
よる講義や感染症対策を施した状況で
の活動など、今まで経験したことのな
い状況であることは想像できます。驚
き、戸惑い、不安などマイナス面の部
分ばかりがクローズアップされている

こともあり、少なからず気持ちが滅入ってしまうのも致し方
ない事かなとも思います。そんな時に何ができるのでしょう
か？ストレスをどのように解消すればよいのでしょうか？
「今だからこそ、出来ること」
そんな時だからこそ、新しい自分を発見することも可能なの

ではないでしょうか。新しい発見は活力になり、その一歩を踏
み出す自分に大きなエールを送ろうではありませんか。そして、
悔いることなく明るい未来を創造し、飽くなき探究心を発揮し
ていただきたいと思います。そうすればおのずと道は開かれて
いくものです。開かれている道を選ぶより、道を切り開くこと
に意義を見出し、邁進して行って欲しいと思います。
「当たり前だったことに…」
そのような中で、通常の生活では当たり前に思えていたこ

とに感謝することが重要だと思える毎日になっています。家
族・友人・先輩・後輩・同僚等、様々な方々の支援があって

の自分だったのだと気づかされました。また、登校してくる
生徒の笑顔にも元気をもらっていることも改めて認識しまし
た。では、「今までの自分はどうだったのか？」と思うと、「笑
顔がない時が多かったのでは」と反省しました。まず、自分
自身をより良く変え、周囲の方々や生徒にも元気を与えられ
るような存在になることを大切にしていきたいと思います。
様々な制限された生活から身近な方々に感謝し、ありがたさ
を見直すことにつながりました。
「健康であることだ」
日刊スポーツの 12 月 1 日版に言葉の重みを感じた一文が目

に飛び込んできました。これは「正面タックル」という日本
体育大学　松浪健四郎理事長の記事に記されていました。い
つも楽しみにしている記事です。様々な角度からの切り口で
大変勉強になり、まさに、元気をいただいています。「職業、
収入より健康」との見出しから記されていましたが幾多の困
難と経験からの「まず健康であることだ」との文末は多くの
意味を含んでいると感じました。また、当たり前の「健康」
についても考えさせられました。自分自身が健康であること、
周囲に対しても健康についての配慮を行うこと、こんな時だ
からこそ、「健康」の本当の意味をじっくり考えなければなら
ないと思いました。
「必ず春は訪れる」
辛い時こそ、笑顔で。輝く未来に向かって、日々楽しく過

ごして大きな成長へとつなげてほしいと思います。寒い冬を
乗り越えてこそ、春は訪れます。

私と同窓会

学生の皆さん、初めまして。日体大
卒業生の渋谷と申します。2 年前まで
皆さんと同じ日体生として、勉学に励
んでいました。現在は、県内の高等学
校で教員として 2 年目を過ごしている
ところです。今年から担任を持ったこ
とで、1 年目と比べて仕事量が増えて
いるという実感がありますが、その忙

しさを楽しみながら日々過ごしているところです。
ここでは、私が大学生として、そして卒業生として同窓会

にどのようにして関わらせていただいたのかを記すことで、
少しでも学生の皆さんが「同窓会」のイメージを持ってもら
えるといいなと思い、書き記させていただきます。

私が最初に同窓会と関わらせていただいたのは、大学 1 年
の時でした。高校時代にお世話になった先生との関係から、
日体フェスティバルで保護者会の方たちと模擬店を出店する
ことになり、そこで学生代表ということで携わらせていただ
いたのが始まりでした。これが毎年の慣例行事となって、私

が在学している 4 年間で様々な方とお会いさせていただいた
り、お話をさせていただいたりしました。

また、同窓会の先生方に教職支援センターで個別指導をし
ていただきました。そこでは週 1 日、採用試験の一次試験対
策（教職・一般教養や専門教養、小論文など）を行っていた
だきました。大学 4 年の時には、キャンパスに来てくださり、
採用試験対策として面接や集団協議、模擬授業などの二次試
験対策講座を開いていただきました。こうした大学内でのご
指導のおかげで、自分自身は採用試験に現役合格することが
できました。

大学外では、年に 1 回集まる場があり、そこでもたくさん
の方とお話をさせていただくことで、自分の知らないことを
知ることができたり、新たに関係を広げられたりすることが
できました。

以上のように、同窓会は学生が卒業後に集うことで、大学
生に向けた活動や情報交換・交流の場として開かれています。

様々な「日常」が変化している世の中ですが、「日体生」
として学生も卒業生もまとまっていくことが重要だと感じて
います。

共に頑張っていきましょう！

日本体育大学神奈川県同窓会
北相西地区事務局長
獅々倉　聡

（平成元年 3月卒業）

日本体育大学神奈川県同窓会
高等学校教員
渋谷　亮太

（平成 31 年 3 月卒業）

新型コロナウイルスとの闘い
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①体操部
――まず初めに自己紹介
からお願いします。
新井　体育学部体育学科
4 年　主将　新井庸太で
す。
平井　体育学部社会体育
学科 4年　副主将　平井洸貴です。
福岡　児童スポーツ教育学科 4年　副主将　福岡編彩です。
――ありがとうございます。本日はよろしくお願いします。
では早速質問に入ります。
　長い自粛期間中、どんな方法で練習を行っていましたか？
新井　練習をメインに考えているのは副主将の 2人で、自
粛期間中もこの 2人が中心に各班のリーダーと相談し合い、
考えてくれていました。
平井　基本的には Zoomで練習をしていました。部員を 10
人 1 チームに分けて、主に筋トレ・柔軟・有酸素運動をメ
インで行っていました。
福岡　自粛期間の最初の半月程は個人のトレーニングを
行っていましたが、1月に予定されている演技発表会を視
野に入れていたので、その後はどれくらいの部員が Zoom
を繋げられるのか試しながら行いました。練習内容は音を
極力出さないように気を使いながらマンネリ化しないよう、
そしてみんなのモチベーションを保てるよう工夫しました。
――ありがとうございます。Zoomでの練習のためお家で過
ごす時間も多く、個々の練習になってしまい、チームのモ
チベーションは、どうやって維持していきましたか？
新井　1月の演技発表会を目標に練習していました。しかし
自粛中は開催も危ぶまれ、先が長すぎて部員のモチベーショ
ンが続かないと思い、一番近いであろう対面練習が始まっ
た時に、前と変わらずしっかり動けて体操が出来るという
事を目標に頑張ろうと Zoomでも声をかけていました。
福岡　家庭の事情より動けない環境の部員はモチベーショ
ンが下がってしまうので、4年が個別にアプローチしてコ
ミュニケーションをとる事で、対面練習までの気持ちを保
つ事ができたと思います。
――ありがとうございます。次に活動再開までの流れと感
染予防策を教えてください。
平井　まず先生方と話し合い、体操部の中でガイドライン
を作成し、人数制限や時間制限をして大人数で練習をしな
いように対策しました。
新井　ガイドラインとは別に、対面練習を行うための体操
部の要項も作成して部員に提示し、同意できる人から任意
で参加するところから始まりました。
――最初はどの位の参加率でしたか？
平井　6〜 7割でした。
新井　4年の中でも家庭の事情で参加できない部員は、同事

情の非対面の後輩の指導をし、2部に分かれて練習を行いま
した。用具の面では布マットから消毒できるビニール製の
マットに変え、夏場で大変でしたが出来る限り手袋やマス
クを着用しこまめに消毒しながら行いました。
――実際に活動を再開した感想は？
新井　対面練習が始まるまで色んなバージョンを想定して
話し合い、指摘も受け入れながらやってきたので特に苦労
はなかったと思います。
――新入部員の勧誘活動はどんな方法でしたか？
平井　個人の SNS から何時に体操部のオンライン説明会を
します！と広め、当日ライブ生放送を行いました。
新井　僕たち体操部だけではなく、どの部活も新入生獲得
に苦労しているとのことで、学友会を取りまとめている総
務部さんに福岡さんが相談し、学友会全体でオンラインの
部活動説明会が行われることになりました。
――ありがとうございます。逆に自粛生活でもよかった事
や、自粛生活があったからできた事はありますか？
福岡　私は、体操場で体操が出来ることが何よりも幸せな
事で、制限される中で私たちが出来る最大限の事を全うす
る事にも気づかされました。この時期怪我をする部員に対
しても、今できる最大限の事をしようと励まし合いました。
そして先生方が練習内容の提案や声掛けをしてくださり、
本当に感謝の気持ちでいっぱいです。
平井　僕は当たり前の環境は当たり前ではなかったと気づ
かされました。その中で自粛期間中家の中にいたからこそ
例年以上に色んな人と話をし、それぞれの想いを知ること
が出来たのでいい時間でした。
新井　自粛期間中は部としては大変でしたが、今部員全員
が演技発表会に向かって一つになっているのは、あの辛い
自粛期間があったからだと思います。
――ありがとうございます。次は体操部のことも伺ってみ
ます。率直に体操部とはどんなことをするのですか？
平井　体操には一般体操と競技体操があって、本学でも沢
山のオリンピックメダリストを選出しているのが競技体操
で、点数を付けない競技性のない体操が一般体操と呼ばれ、
ラジオ体操・ラベンダー体操など身体の健康増進を目的とし

　ここでは各団体が苦難の時期をどのように乗り越えようとしてきたのか、保護者会がインタビュー形式で聞いてきたお話をご紹
介いたします。� （参加者敬称略）

学友会インタビュー

新型コロナウイルスとの闘い
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て老若男女問わず行う体操を僕たち体操部がやっています。
福岡　バランスボール・手具体操・組立体操・マット体操
等です。
新井　一般体操はヨーロッパで盛んなので日体大体操部は
知名度も高いです。
福岡　日本では数少ない一般体操の普及者として多方面で
発表をしています。
新井　部員数 90 名以上で合わせて体操演技をする体操部は
日本では唯一だと先生から聞きました。
――ありがとうございます。では最後に日体大体操部をア
ピールしてください！
新井　大学に入学するまで、ほとんどの部員が違うスポー
ツをしてきて、初めての挑戦で集団美を作ろうと目標を持っ
て努力し頑張ろうと活動するのは凄いと思います。
福岡　歴史が長く、今回のコロナの件でも沢山の先輩方か
らメッセージを頂き、先輩方との強い繋がりもこの部の強
みだと思います。
平井　スタメンがないので、頑張れば頑張った分自分の与
えられたポジションで最大限に輝ける事ができ、全員が主
役にもなれるところです。
新井　今年度の体操部のテーマは「誇り」です。小さなルー
ルややるべきことが段々と緩くなってきている現状を不安
がる声が上がり、先輩方が築いてくださった多くのことを
一つずつ思い出し活動してきました。その成果が 1月に予
定されている演技発表会で伝わればいいなと思っています。
――演技発表会、楽しみにしています。本日は練習前の貴
重なお時間を頂きましてありがとうございました。

②研修部
――今日はインタビューに応じて頂き有難うございます。
まずは自己紹介からお願いします。
徳田　徳田大夢です。体育学部体育学科の 3年です。
――研修部は、どのような活動をされているのですか？
徳田　月曜日は体操、火曜日はバスケ又はバレー、水曜日
はダンス、金曜日はバスケ又はバレーをおこなっており、
活動ごとに担当を決め、その日の指導者となり、その他の
人は生徒となり、指導者として指導にあたります。バスケ
とバレーは月ごとに火・金で交替しています。
――部員数は何人ですか（男女比 &学年
比）？
徳田　1~4年生で、男子33名�女子21名�6：
4 くらいです。
――部のアピールポイントを教えて下さい。
徳田　指導力だけでなく、競技力、人間
力が身につきます。

――コロナ禍の質問です。部
活動自粛期間中は、どのよう
な活動をしていましたか？
徳田　Zoom などを使い、後
期の活動の進め方などについ
て話し合ったり、Zoom内で
の指導を行いました。
――部活動再開にあたって、活動の自粛・抑制がある中、
どんなルールを決め、活動を始めたのですか？
徳田　活動前後の手洗い・うがい、活動中のアルコール消毒、
自分が何をしていたかを、記入する行動管理表の提出をす
るようにしました。
――対処ルールを、決めていくうえで、苦労した点につい
て教えて下さい。
徳田　今までなかった事だったので、その 1回だけでなく、
「習慣」にさせる事が大変でした。
――非常事態宣言ですとか、感染者数の推移など状況変化
に合わせていかなければならない中、工夫された点などあ
りましたか？
徳田　やはり、活動中のアルコール消毒、行動管理表の提
出などが主なものになります。
――新入部員の勧誘方法はどのようになさったのですか？　
工夫した点はありますか？
徳田　日体大のポータルサイトにメールアドレスを載せ、
そのメールアドレスに問い合わせてもらい、Zoomで説明会
を行いました。また Instagram なども活用して、普段の活
動の写真や動画なども載せました。
――新しい生活様式が始まっている中、昨年度と比較して、
新しい運営方法、活動方針、練習内容を教えて下さい。
徳田　新入生歓迎会など食事がある会などは中止し、人が
多く集まる事は行わず、部活中も隣の人と間隔をとること、
マスク着用の徹底などを実施しました。
――今後、チャレンジしていきたい事などありましたら、
お聞かせ下さい。
徳田　Zoomなどのビデオアプリを使った指導などに挑戦し
てみたいと思っています。
――お忙しい中、インタビューのご協力、ありがとうござ
いました！今後もご活躍をお祈り申し上げ、応援させて頂
きたいと思います！

③ソングリーディングクラブ
――ソングリーディングクラブは副主将の島村愛海さんに
お話しを伺いました。まず、活動自粛期間中は、各選手・
メンバーがどのように練習などをしていましたか？
島村　活動自粛中の活動は、それぞれが家から Zoom をつ
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ないで行っていました。授業
のお昼休みの時間を使った
り、みんながつなげやすい時
間を見つけて活動していまし
た。
――通常の練習どころか大学
にも行けなくなった状態で、
チームのモチベーションの維
持方法は？
島村　正直言うと、こういっ
た中でモチベーションを維持
するのはとても大変でした。
大会がなくなってしまった

り、そもそも開催されるのかもわからない状況で、オンラ
インで行うか悩んでいました。
　ですが、会えない状況でも、オンライン上でお互いの存
在を確かめ合いながら、活動することが、不安で寂しい気
持ちを和らげることに繋がっていたように思います。
　そういった、部員みんなで共有をしていくことがモチベー
ションになっていました。
――新入部員の勧誘方法の工夫は？
島村　大学が、オンラインでの部活説明会などを開催して
くださっていたので、そちらにも参加しました。
　あとは、私たちの Instagram があるので、そこで活動を
お伝えしたり、新入生からの質問を受けつけたりしていま
した。
――各選手・メンバーは、毎年目標としている大会が中止
になったことによる喪失感、絶望感などの克服ができたの
でしょうか？
島村　3年生にとっては最後のシーズンでもありましたし、
悔しい思いもありますが、今はこのように活動できている
ことだけでもありがたいことだと思っています。
　みんなでこの困難を乗り越えなくてはいけない中で、で
きることを全力でやるのみです！
――クラブ・サークル内で感染しないための対策、実行の
難しさはどのようなものがありましたか？
島村　感染防止のマニュアルを作成し、それを全体で確認
して守るようにしていました。
　特に私たちは室内での運動部なので、部活中もマスクを
外さないこと、一つの部屋に入る人数を減らすこと、換気
をこまめに行うことを常に意識していました。
――活動再開への準備は進められましたか？
島村　こういったマニュアルを作成すること、密にならな
い施設を確保することなどの工夫を話し合って行っていま
した。
――活動方針などについて、大学、加盟している連盟など
とのコミュニケーションはうまく進められましたか？
島村　どこまでが良くてどこまでがダメか、と言う基準は、
こういった混乱の中でもあったので最初は曖昧でした。そ
こで戸惑ったことも沢山あります。
　マスクは活動中ずっとしてなくてはいけないのか、コー
チなど責任者が必ずいなくてはいけないのか、他の部活と
も話し合って探り探り。といった感じでした。
　今までの自分たちの「感染症」というものへの意識の薄
さも痛感しました。

――その部・サークルに特有の困難などは起こりませんで
したか？
島村　ソングリーディングは、団体競技なので演技の練習で
は、みんなで集まるということが必要不可欠な競技です。な
ので飛沫感染をどう防ぐのか、ということに苦労しました。
　私たちはなにより部員同士でのコミュニケーションや、表
情での表現を大切にしています。今まで大切にしてきたもの
を思うように行えないことが、もどかしくもありました。
　それでも、マスクをしていてもどうしたら気持ちを表現
できるのか、仲間同士心を合わせるためにどうしたらいい
か、工夫をしてこの変化の年をもがきながら乗り越えられ
たのではないかな、と思っています。
　最後に…
　2020 年は変化が起こった年でした。不安な思い、悔しい
気持ち、思うようにいかないことも沢山ありました。
　でも、その中でも、部員の仲間みんなで話し合い、今で
きることを模索し続けられた 1年でもありました。私たちに
とって、何もできなかった年ではなかったと思っています。
　今こうやって活動をさせていただけるのは、大学、顧問
の先生、コーチ、保護者の方、私たちの周りで支えてくだ
さる全ての方々のおかげです。心から感謝しています。
　これからもソングリーディングクラブ一同、皆さんに笑
顔と元気を届けるチームを目指して、日々取り組んで参り
ますので、ご声援のほど宜しくお願いいたします！！

④ラクロス部
――本日はラクロス部部
長の亀山有希准教授にお
話しを伺います。春先の
活動自粛に入っていく過
程では、大学や協会など
外部組織とうまく連携で
きたか？
亀山　2月後半は男女とも大会が開催されたり、大会運営の
サポートに行っていた時期でした。学生と FDLでその時に
学外に出ていた学生を一旦全員戻そうということにしまし
た。FDLは 2019 年に立ち上げたコーチと部長とコーチング
エクセレンスセンターの先生が入っている組織です。女子
は開催中の大会を途中辞退することに決めました。
　男女全員を戻した後にすぐ自粛を決めました。ラクロス
部は学内でも早い段階で自粛を決定したのではないかと思
います。その後すぐにラクロス協会も活動自粛を決定しま
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した。その時点では協会レベルが自粛を決定する団体はほ
とんど無かったので、ラクロスの場合は協会と大学間の日
頃からの価値観のすり合わせが前提としてあったことが大
きかったと思います。協会が示した感染防止に関する指針
と、大学の危機管理本部から出される指示に従い自粛を決
定したというところが入口になります。大学としてはその
時期はまだ、各部の活動方針は各部に委ねる段階だったの
で、部の活動状況は様々だったと思います。
――活動自粛を継続する難しさはどんなところにありまし
たか？
亀山　結局 6月末まで自粛することになり、様々な葛藤が
ありました。
　少し話は遡りますが、2019 年の段階で部員が自分たちで
安全確保をしようという話が始まりました。部長やコーチ
がいないときに部員が怪我などで倒れた場合にどうするか
という話です。デジタルで命のカルテを学生が現場で入力
し、事故が起こったときに直ぐに部長やコーチが状況を把
握し保護者や大学、病院に連絡できる体制を作りました。
また、保健医療学部の救急医療の先生に講師をしてもらい
ラクロスに特化した緊急対応をレクチャーしてもらいまし
た。「また来たくなる保護者会」を開催し、部と保護者が学
年別にコミュニケーションする仕組も作りました。これら
の体制があって、コーチ、保護者、学生組織の意思疎通が
上手くいき、自粛決定をすぐに決定できました。ですので、
今振り返れば、苦しい自粛期間を乗り切ることができたの
も自分達で決めた自粛だという意識がベースにあったこと
が大きかったと思います。自粛練習のガイドラインもコー
チと学生に入ってもらって決めました。
　しかし、終わりが見えない自粛であったので学生たちも
段々と不安が募ってきていたため、Google フォームを使っ
て不安に思っていることは何なのか、逆に上手くいってい
ることは何なのか、を部で共有していきました。
　今までの縦の連絡網に加えて、緊急 LINE をつくり各学
年代表から全員に素早く連絡ができるようにもしたりしま
した。クロスの壁当てを皆で 10 万回やろうと企画し、練習
しているところを動画に収めて回数を集計していくような
ことをし、与えられた環境のなかでどう一体感をもち楽し
く過ごせるかという考え方が芽生えていったと思います。
　自主練モデルは男女別だったので、互いに意見交換をし
てラクロス IQを高める戦略、トレーニング方法などを共有
したりセミナーに参加するなどの取組も行いました。
――一年生の勧誘はどう取り組まれましたか？
亀山　そのような一連の取組で新しい課題として出てきた
のが、新入生の勧誘でした。ラクロスはカレッジスポーツ
なので経験者がとても少なく、学生をどうやって獲得する
かが問題でした。そこで学生たちは Instagram ライブを活
用しました。
　新入生はキャンパスにも来れないのだから、まずは日体
大を知ってもらうというところから始め、新入生へのお悩
み相談を企画したところ沢山の新入生が集まってきました。
　また、軟式野球部さんとタイアップして腕立て伏せ大会
などの新歓企画をやって両部の紹介をすることもしました。
最終的には男子も女子も 20 名以上の学生が入部しました。
学生たちの熱い想いのうえに何が大切なのかを見極めた活
動だったと思います。

――本当に学生主体で取り組まれていったんですね。
亀山　ラクロスはカレッジスポーツだからか、協会も含め
て共創という考えが根本にあり、開拓精神が旺盛です。学
生たちがやりたい事をコーチ陣や組織が一緒に創り上げて
いくという文化が背景にあると思います。
　2018 年までは日体大ラクロス部は男子女子が自然なかた
ちで独立したものとなっていて、部長は両方のヘッドコー
チと主将とだけ情報交換をする形でした。2019 年からは部
の組織を一旦整理し、保護者会連係、救護のグループやツ
イッターの係などが出てきてより組織らしくなってきまし
た。新型コロナによってこの組織がもっと進化をしてきて
いるので、今の 4年生が卒業するころにはもっと変わって
いるのではないかと思っています。
――まるで新型コロナが流行することを見越していたかの
ような組織改革が 2019 年からあったのですね。
亀山　日体大はUNIVAS に参加していて、2019 年度に日本
一安全なクラブ活動を目指していたラクロス部はカルテと
救急介護の取組が日体大として安全確保に関する優秀取組
賞の優秀賞を受賞しました。
　2019 年からのこの取組が、正解が判らないコロナ禍への
取組に対しても対応のスピードを速めたと思っています。
――お話を聞いて学生主体の対応ということが分かりまし
た。モチベーション維持の課題は克服できたと思いますか？
亀山　日本一を目指してやってきた 4年生は大きな葛藤は
あったと思います。学生と話をしてみても、懸命にやって
きた自粛中の取組に対する達成感と、ラクロスという競技
ができなかったという事実の受け止めはそれぞれのようで
す。卒業してから振り返るのかも知れません。この葛藤や
価値観を卒業までに私、コーチ陣、学生と共創していくと
いうことがこれからの新しい取組になるのかなと思ってい
ます。

――最後に大学職員の皆さんと大学全体に与えた影響は？
また今後に生かせる教訓は？
亀山　スポーツは社会と共にある、スポーツは私達の生活
の一部である、ということをすごく感じています。ステイ
ホームを通じて健康はとても大切だと思っています。
　部活動再開についての是非についても受け止めは様々。
しかし、その議論のまえに、スポーツは社会と共にあると
いう認識があれば、コロナ禍のようなことが起こっても安
全にスポーツや運動ができる社会を造ることができると
思っています。日体大としてもそういう取組をし、発信し
ていくことが必要と考えていると思います。
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児童スポーツ教育学部

保健医療学部

平成 31 年度卒業生のキャリア情報（令和 2年 5月 1 日現在）を紹介します。ここでは大学ホームページに掲載されている公
開情報を基に保護者会でグラフにまとめて再掲しています。（数値単位は人数）

保健医療学部
（整復医療学科、救急医療学科合計）
就職者数小計115
進学者数小計11
その他（専修学校入学、進学・就職準備中など）24

体育学部

児童スポーツ教育学部
（児童スポーツ教育学科）
就職者数小計164
進学者数小計 0
その他（専修学校入学、進学・就職準備中など）11

体育学部
（体育学科、健康学科、武道学科、社会体育学科合計）
就職者数小計1024
進学者数小計37
その他（専修学校入学、進学・就職準備中など）127

卒業後進路情報

サービス業（他に分類
されないもの）, 48
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総 則
（事務局）
第 1条　本会は日本体育大学神奈川県保護者会と称し、事務局

を神奈川県保護者会会長宅に置く。
（目的）
第 2条　本会は会員相互の融和、親睦と緊密な連絡を計り、保

護者会本部と協力し、学生の健全なる育成を計り、大学
と会員のリアルタイム双方向通信（大学からの現況や就
職、クラブ活動等、会員からの質問、意見、要望等）の
パイプ役となり大学に最大限の協力をし、支援していく
ことを目的とする。

（活動）
第 3条　本会は前条の目的を達成するため、次の活動を行う。
（ 1）保護者会本部と密接な連絡を取り、各支部との活動情
報交換をする。

（ 2）学業に関する年間計画及び学生生活一般に関する情報
交換。

（ 3）進路及び研究修養に関する支援。
（ 4）その他必要な活動を行う。

（会員）
第 4条　本会の会員は、神奈川県在住の保護者又はこれに代わ

る者（以下保護者という）をもって構成する。

役 員
第 5条　本会は、原則として次の役員を置く。

会　長　　　 1名
副会長　　　 3名
書　記　 4名以上
総　務　 4名以上
広　報　　若干名
会　計　 4名以上
監　査　　　 2名

（ 1）会長は本会を代表し、会務を総括し、会議の議長にな
る。

（ 2）副会長は会長を補佐し、会長不在のときは代理を務め
る。

（ 3）書記は議事を正確に記録し、各種の会議に報告する。
（ 4）総務は会議の会場手配及び懇親会の手配を担当する。
（ 5）広報は大学、保護者会本部、各支部からの情報の収集
及び会報・その他の発行を担当する。

（ 6）会計は本会の会計事務をつかさどり、定例総会に会計
監査の結果を報告する。

（ 7）監査は随時会計の状態を監査し、定例総会に会計監査
の結果を報告する。

（選任）
第 6条
（ 1）役員は定例総会において保護者の中から選出する。
（ 2）会長は役員の中から役員会で選出する。（原則として
卒業年の保護者）

（ 3）副会長、書記、総務、広報、会計、及び監査は役員会
で決定する。

（ 4）同窓生は役員の 3分の 1以上を占めず、なお、会長に
はならない。

（任期）
第 7条
（ 1）役員の任期は原則として 1年とし、学生の規定在籍期
間を越えない範囲で再任を妨げないものとする。

（ 2）役員の任期は、定例総会終了後引き継ぎを完了するま
でとし、会の運営が円満に行われるよう協力するものと
する。

顧 問
第 8条　本会に顧問を置くことができる。
（ 1）顧問は会長が役員会に諮って委嘱する。
（ 2）顧問は原則として会長経験者とする。

総 会
第 9条　総会は定例総会、臨時総会とし、会長が召集する。

定例総会は年 1回開き、役員の選出、予算、決算、活
動その他、重要事項を審議する。ただし、臨時総会は会
長が必要とき、又は会員の半数以上が会長に要望したと
き、臨時に開催することができる。

（役員会）
第10条　会長が必要のあるときは随時役員会を開き、会務を審

議決定する。
役員会は会長、副会長、書記、総務、広報、会計、監

査をもって構成する。

第11条　総会及び役員会の議決は出席者の過半数の同意を得る
ものとする。

会 計
第12条　本会の経費は本部よりの支部活動補助費、寄付金その

他の収入を充てる。

第13条　会計年度は 4月 1日から翌年の 3月31日までとする。

細 則
第14条　この会則に定めるものの他、定例総会開催時期等必要

事項は役員会で決定する。

第15条　諸般の事情により定例総会開催が不可能と役員会が判
断した場合は、役員会を定例総会に代わって開催できる
ものとし、議決事項を有効とする。
この場合、決算報告等は会報誌等に掲載し報告するも

のとする。

第16条　会則を変更する場合は、役員会の議を経て決定する。

付 則
1 ．この会則は、平成 7年 4月 1日から施行する。
2．一部改正したこの会則は、平成 9年 4月 1日から施行する。
3．一部改正したこの会則は、平成10年 4 月 1 日から施行する。
4．一部改正したこの会則は、平成11年 4 月 1 日から施行する。
5．一部改正したこの会則は、平成14年 4 月 1 日から施行する。
6．一部改正したこの会則は、平成17年 4 月 1 日から施行する。
7．一部改正したこの会則は、平成28年 4 月 1 日から施行する。
8．一部改正したこの会則は、令和 2年 4月 1日から施行する。

令和 2年度は38名の役員で活動しました。構成は会長、副会長、会計監査、総務、書記、会計、広報です。役員会は保護者会年間
行事や同窓会協賛お手伝いなど準備の前に 1回と、定期的には月一回土曜日の午後 2時間くらいの会議を健志台キャンパスの会議室
で行っています。今年度は第 2回会合を除きすべてオンライン会議となってしまいましたが、例年は 8回程度を開催します。
各担当のお仕事は、総務は行事の会場準備、飲食手配、抽選会の景品購入手配など。書記は役員会の議事録作成と配信。会計は保
護者会での活動諸経費の管理。広報は会報誌の作成と発行をメインに行事の会場案内・設営のお手伝い、キャンパス見学会の参加者
同行などになります。
役員会での活動を通じ、役員間だけでなく教授陣・OBの皆様や学生たちとの接点が増え、楽しみながら「日本体育大学」を一層
深く知ることができます。一緒に保護者会を盛り上げていきませんか？いつでもご参加をお待ちしております！

保護者会役員の活動について

日本体育大学神奈川県保護者会会則
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全国の保護者会支部から活動報告が寄せられます。全国の保護者会支部から活動報告が寄せられます。全国の保護者会支部から活動報告が寄せられます。
からもリンクされています。からもリンクされています。からもリンクされています。

発行人／日本体育大学神奈川県保護者会　　編集責任者／小泉　光正　　印刷／（株）ポートサイド印刷

編集後記
今年の会報誌の編集には例年とは全く違う
次元のご協力を賜りました。大学事務局、
学友会、同窓会、保護者会、そして何より
私達の子どもたち。本当に有難うございま

した。たくさんの声を聴いて、健康の大切さ、スポーツは社会
の営みに必要不可欠なものだということを深く心に刻みました。
この逆境を乗越えた暁に、日本体育大学の存在意義は更に高ま
ることと確信しております。

（単位：円）
令和二年度予算

項　目 収　入 支　出

支部活動補助費 1,769,000

参加費収入等 7,000

雑収入 8

前年度繰越金 879,405

総会・懇親会費 0

活動費 550,000

会議費 20,000

通信費 700,000

印刷・事務費 650,000

雑費 5,000

予備費 730,413

諸費支払合計 2,655,413

次年度繰越金 0

合計 2,655,413 2,655,413

（単位：円）
令和元年度決算報告書

項目 収入 支出

支部活動補助費 1,618,000

参加費収入等 7,000

雑収入（銀行利息） 10

前年度繰越金 674,679

総会・懇親会費 181,268

活動費 458,383

会議費 0

通信費 355,670

印刷・事務費 423,767

雑費 1,196

予備費 0

諸費支払合計 1,420,284

次年度繰越金 879,405

合計 2,299,689 2,299,689

保護者会活動事業報告

令和二年度保護者会役員会
令和二年
6月20日	 第一回役員会【オンライン】
7月18日	 第二回役員会【健志台キャンパスにて対面】
8月22日	 第三回役員会【オンライン】
9月19日	 第四回役員会【オンライン】
10月17日	 第五回役員会・会報誌編集会議【オンライン】
11月21日	 第六回役員会・会報誌編集会議【オンライン】
12月19日	 第七回役員会・会報誌編集会議【オンライン】

令和三年	
1 月16日	 第八回役員会・会報誌編集会議【オンライン】
2月20日	 第九回役員会・会報誌編集会議【オンライン】
3月20日	 第十回役員会【オンライン】
4月	 第十一回役員会（予定）
5月	 第十二回役員会（予定）

行　事
令和二年
4月	 令和二年度総会【書面決議】
9月	 関東ブロック代表者会【中止】
10月	 第97回東京箱根間往復大学駅伝予選会応援【自粛】
11月	 日体フェスティバル出店【中止】
	 （神奈川県同窓会協賛）
11月	 全国支部会長連絡協議会【中止】
11月	 保護者会アンケート調査（郵送）
12月	 神奈川県同窓会主催「就職セミナー」後援【中止】
12月	 世田谷キャンパス見学会【中止】

令和三年
1月 2・3日	第97回東京箱根間往復大学駅伝応援【自粛】
3月25日	 令和二年度保護者会会報誌発行
4月 3日	 入学式・保護者会紹介チラシ配布（予定）
6月 9日	 令和三年度総会（予定）

予算・決算


